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函
館
市
の「
湯
川
」電
停
か
ら
市
電
の「
函
館
ど
っ
く
前
」

行
き
に
乗
り
、
ゴ
ト
ゴ
ト
揺
ら
れ
な
が
ら
、
札
幌
に
比
べ

る
と
ず
い
ぶ
ん
積
雪
が
少
な
い
函
館
の
街
を
眺
め
る
。
40

分
ほ
ど
で
終
点
に
着
い
た
。
そ
こ
か
ら
道
な
り
に
の
ん
び

り
５
分
ほ
ど
歩
く
と
漁
港
に
出
る
。
地
元
の
人
が
「
入
船

（
い
り
ふ
ね
）
漁
港
」
と
呼
ぶ
函
館
漁
港
だ
。
集
魚
灯
を

連
ね
た
イ
カ
釣
り
船
が
集
結
す
る
港
で
あ
る
。
活
イ
カ
の

取
り
扱
い
量
が
全
道
一
だ
。
だ
が
、
函
館
名
産
の
マ
イ
カ

漁
は
６
月
か
ら
で
、
１
月
か
ら
５
月
ま
で
は
ヤ
リ
イ
カ
の

季
節
。
今
年
は
ま
だ
、
宮
城
県
石
巻
な
ど
に
少
し
水
揚
げ

が
あ
る
ば
か
り
で
、
道
南
に
姿
は
な
い
。
２
月
半
ば
の
昼

間
、
日
差
し
は
あ
っ
て
も
身
が
凍
え
た
。
港
に
釣
り
人
も

観
光
客
の
姿
も
な
く
、
カ
モ
メ
が
２
羽
、
静
か
に
舞
う
だ

け
だ
っ
た
。

　

こ
こ
に
日
本
の
近
代
港
湾
工
事
の
記
念
す
べ
き
防
波
堤

が
あ
る
。
１
８
９
９
（
明
治
32
）
年
に
完
成
し
た
「
函
館

漁
港
船
入
澗
（
ふ
な
い
り
ま
）
防
波
堤
」
で
、
土
木
学
会

選
奨
土
木
遺
産
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。
完
成
か
ら
１
１
０

年
以
上
も
経
過
し
、
傷
み
が
目
立
つ
よ
う
に
な
っ
て
い
た

の
で
、
２
０
１
２
年
か
ら
２
年
間
か
け
て
補
強
復
元
工
事

が
行
わ
れ
た
。
こ
の
堤
防
の
両
端
の
灯
台
は
コ
ン
ク
リ
ー

ト
製
で
、
現
在
は
使
わ
れ
て
い
な
い
が
、
欠
損
し
て
い
た

部
分
が
補
修
さ
れ
て
い
る
。

　

実
は
こ
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
、
い
ま
で
は
、
セ
メ
ン
ト
に

砂
や
砂
利
と
水
を
加
え
、
か
き
混
ぜ
て
作
る
こ
と
は
よ
く

知
ら
れ
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
も
出
回
っ
て
い
る
が
、
こ
の
当
時

は
世
に
出
た
ば
か
り
の
新
素
材
だ
っ
た
。
大
変
高
価
な
う

え
、
ど
う
い
う
調
合
を
す
れ
ば
強
度
が
増
し
海
水
に
耐
え

ら
れ
る
の
か
な
ど
、客
観
的
な
デ
ー
タ
が
な
か
っ
た
と
い
う
。

　

で
は
、
ど
う
し
て
１
０
０
年
間
以
上
も
風
雪
に
耐
え
、

強
大
な
台
風
の
波
力
を
し
の
ぐ
丈
夫
な
堤
防
を
造
る
こ
と

が
で
き
た
の
だ
ろ
う
か
。
そ
こ
に
は
、
当
時
、
札
幌
農
学

校
の
教
授
で
、
函
館
港
湾
改
良
工
事
を
率
い
、
後
に
東
大

教
授
と
な
っ
て
「
近
代
土
木
・
港
湾
工
学
の
父
」
と
呼
ば

れ
る
廣
井
勇
博
士
の
業
績
が
あ
っ
た
と
い
う
。
廣
井
博
士

は
、
こ
の
港
湾
改
良
工
事
の
調
査
段
階
で
コ
ン
ク
リ
ー
ト

の
強
度
試
験
を
実
施
し
て
い
る
。
原
料
の
セ
メ
ン
ト
の
性

質
を
見
極
め
る
試
験
方
法
も
開
発
し
た
。
さ
ら
に
、
火
山

灰
を
配
合
す
る
こ

と
で
海
水
に
強
い

コ
ン
ク
リ
ー
ト
の

製
造
方
法
も
確
立

し
、
コ
ス
ト
を
大

幅
に
削
減
し
て
、

コ
ン
ク
リ
ー
ト
工

法
の
飛
躍
的
な
発

展
を
も
た
ら
し
て

い
る
。

　

堤
防
の
基
部
に

コ
ン
ク
リ
ー
ト
塊

を
据
え
付
け
、
間

知
石
積
み
の
工
夫

な
ど
日
本
の
伝
統

工
法
を
生
か
し
て
石
材
を
積
み
上
げ
、
要
所
を
コ
ン
ク

リ
ー
ト
で
固
め
た
と
い
う
。
そ
の
際
に
使
っ
た
セ
メ
ン
ト

は
、
函
館
の
隣
町
、
上
磯
（
現
・
北
斗
市
）
で
営
業
を
開

始
し
て
２
年
目
と
い
う
、
ま
だ
国
内
で
も
数
少
な
い
セ
メ

ン
ト
工
場
（
現
・
太
平
洋
セ
メ
ン
ト
）
の
製
品
だ
っ
た
。
工

事
で
は
、
屈
強
な
石
工
に
潜
水
を
熟
練
さ
せ
、
自
ら
も
現

場
で
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
練
っ
て
作
業
を
指
導
し
た
と
い
う
。

　

函
館
漁
港
の
隣
に
造
船
所
の
「
函
館
ど
っ
く
」
が
あ
る
。

こ
こ
に
は
明
治
の
中
ご
ろ
ま
で
「
弁
天
台
場
」
と
い
う
砲

台
が
あ
っ
た
。
江
戸
幕
府
が
外
国
船
の
襲
撃
に
備
え
て

造
っ
た
も
の
だ
が
、
１
８
６
９
年
（
明
治
２
年
）
の
箱
館

戦
争
で
、
新
撰
組
な
ど
の
旧
幕
府
軍
が
立
て
こ
も
り
、
新

政
府
軍
と
激
し
い
砲
撃
戦
を
交
わ
し
た
。
新
政
府
軍
の
海

か
ら
の
砲
撃
と
、
入
舟
町
側
か
ら
上
陸
し
た
部
隊
の
挟
み

撃
ち
に
遭
っ
て
旧
幕
府
軍
は
孤
立
。
一
隊
を
率
い
て
救
出

函館市

函
館
漁
港
に
は
集
魚
灯
を
連
ね
た
イ
カ
釣

り
船
が
集
結
す
る
。

函館漁港
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に
向
か
っ
た
土
方
歳
三
は
、
こ
の
と
き
の
市
街
戦
で
狙
撃

さ
れ
命
を
落
と
し
て
い
る
。

　

そ
ん
な
歴
史
が
あ
る
弁
天
台
場
に
使
わ
れ
て
い
た
石
垣

の
石
材
が
、
こ
の
土
木
遺
産
の
防
波
堤
な
ど
に
再
利
用
さ

れ
て
い
る
。
弁
天
台
場
は
埋
め
立
て
ら
れ
、造
船
会
社「
函

館
船
渠
株
式
会
社
」（
現
・
函
館
ど
っ
く
）
の
、
１
万
ト

ン
級
の
「
第
１
乾
ド
ッ
ク
」
が
１
９
０
３
（
明
治
36
）
年

に
完
成
し
、
い
ま
も
使
わ
れ
て
い
る
。
函
館
ど
っ
く
の
工

場
の
側
ま
で
来
る
と
、
金
属
を
加
工
す
る
か
ん
高
い
音
が

響
い
て
い
た
。

　

ま
だ
、
函
館
で
活
イ
カ
が
食
べ
ら
れ
な
い
な
ら
、
何
が

お
い
し
い
の
か
、
函
館
自
由
市
場
（
函
館
市
新
川
町
１
の

２
）
で
聞
く
と
、「
い
ま
、
ニ
シ
ン
が
よ
く
捕
れ
て
る
よ
。

こ
の
時
期
は
ゴ
ッ
コ
、
マ
ス
、
タ
ラ
、
バ
バ
ガ
レ
イ
が
人

気
か
な
、
刺
し
身
は
ソ
イ
や
ヒ
ラ
メ
が
お
い
し
い
」
と
教

え
て
く
れ
た
。函
館
に
は
い
つ
も
お
い
し
い
魚
介
が
あ
る
。

1899（明治32）年に完成した「函館漁港船入澗（ふないりま）防波堤」は土木学会選奨土木遺産で、江戸幕府が
外国船の襲来に備えて造った砲台「弁天台場」の石垣の石材が再利用されている。

函館漁港船入澗防波堤からの眺め。ここは活イカ取扱
量が全道一で、湯川温泉の宿などに提供されている


